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３
月
町
議
会
定
例
会
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る

行
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

人
に
や
さ
し
い
あ
し
ょ
ろ
！

町
民
に
寄
り
添
い
、
人
を
た
い
せ
つ
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

渡辺俊一町長

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

令
和
元
年
５
月
に
、
多
く
の
町
民
に
ご
支

援
を
い
た
だ
き
足
寄
町
長
と
い
う
重
責
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
10
カ
月
が
経
ち
ま

し
た
。

　

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
国
・
地

方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
「
人
に
や
さ
し
い
あ
し
ょ
ろ
！
町
民
に

寄
り
添
い
、
人
を
た
い
せ
つ
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
常
に
意
識
し
て
、
町
民
目
線
で
誠

心
誠
意
、
足
寄
町
の
発
展
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
町
民
の
皆

さ
ん
・
議
会
議
員
各
位
の
ご
指
導
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で

指
針
と
な
る
「
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
」

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
計
画
を
時
代
の
変
化
に
応

じ
た
見
直
し
を
行
い
、
着
実
に
実
施
す
る
た

め
「
後
期
５
カ
年
計
画
」
の
推
進
を
基
本
に
、

町
民
の
誰
も
が
「
こ
の
足
寄
町
に
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
思
え
る
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
新
年
度
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
が
本
町
に
お
け
る

最
重
要
課
題
で
あ
り
、
基
幹
産
業
の
農
林
業

を
し
っ
か
り
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
の

経
済
が
安
定
し
、
過
疎
対
策
に
結
び
付
く
と

考
え
て
お
り
、
こ
の
地
で
暮
ら
す
こ
と
に
幸

せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
を
維
持
す
る
た
め
の

施
策
を
ま
と
め
た
「
第
２
期
足
寄
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

地
方
創
生
、
人
口
減
少
対
策
の
大
き
な
柱

で
あ
る
「
子
育
て
応
援
出
産
祝
金
贈
呈
・
保

育
料
完
全
無
償
化
・
学
校
給
食
費
無
償
化
・

足
寄
高
校
存
続
に
関
す
る
支
援
」
等
の
子
育

て
と
教
育
の
支
援
は
、
そ
の
時
々
に
応
じ
た

見
直
し
を
行
い
「
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

町
、
足
寄
町
」
を
引
き
続
き
、
町
外
に
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

併
せ
て
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
を
創

出
す
る
た
め
の
取
り
組
み
や
、
時
代
の
変
化

に
あ
っ
た
福
祉
施
策
を
進
め
る
た
め
、
福
祉

施
策
全
般
の
基
本
方
針
や
目
指
す
べ
き
将
来

像
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
第
２
期
足
寄
町
地
域

福
祉
計
画
」
を
令
和
元
年
度
中
に
策
定
し
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
障
が
い
者
が
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
推
進

　

町
内
建
設
業
者
施
工
に
よ
る
住
宅
・
店
舗

等
の
新
築
お
よ
び
増
改
築
工
事
、
賃
貸
住
宅

整
備
、
住
宅
敷
地
舗
装
等
を
対
象
と
し
た
「
住

環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金
」
に
令
和
２
年

度
か
ら
空
き
家
解
体
を
補
助
対
象
に
加
え
ま

し
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
住
環
境
の
改
善
に
大
き
な
効
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
、
制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
ま
す
。

　

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
」
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

や
住
民
の
主
体
性
が
発
揮
で
き
る
活
動
を
行

う
町
内
住
民
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
町
の
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
寄
附
金
収
入
の
確
保
の
た
め
、

引
き
続
き
、
特
産
品
開
発
に
努
め
る
他
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
登
録
数
を
３
つ
に
拡
げ
、

寄
附
金
増
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
推
進
事
業
で
は
、
十
勝

18
町
村
と
合
同
で
東
京
都
台
東
区
・
墨
田
区

と
の
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を
目
指
し
、

両
地
域
が
共
存
共
栄
す
る
新
た
な
関
係
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、
十
勝
地
域
東
京
都
台
東

区
・
墨
田
区
連
携
事
業
を
令
和
２
年
度
か
ら

の
５
カ
年
事
業
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
共
施
設
・
財
産
の
管
理

　

老
朽
化
し
た
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
と
し

て
、
上
足
寄
集
落
セ
ン
タ
ー
の
床
面
等
の
内

部
改
修
、
東
団
地
の
屋
根
・
外
壁
の
塗
装
、

給
湯
設
備
と
浴
室
の
改
修
、
大
誉
地
団
地
の

ト
イ
レ
の
水
洗
化
等
を
計
画
し
て
お
り
、
令

和
３
年
度
以
降
も
計
画
的
に
改
修
等
を
進
め

ま
す
。

る
た
め
の
管
理
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
譲
与
さ
れ
て
い
る
森
林

環
境
譲
与
税
を
財
源
に
、
①
森
林
整
備
の
推

進
、
②
人
材
育
成
・
担
い
手
確
保
、
③
森
林

行
政
の
体
制
強
化
を
柱
に
、
適
正
な
森
林
施

業
と
森
林
の
保
全
、
民
有
林
振
興
に
繋
が
る

取
り
組
み
を
、
町
森
林
組
合
と
連
携
し
、
計

画
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
ま
す
。

商
工
観
光
振
興
対
策

　

町
内
の
小
規
模
事
業
者
の
経
営
を
持
続
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
商
工
振
興
対
策
と
し
て
、
螺
湾

ブ
キ
等
町
の
特
産
品
を
広
く
発
信
し
、
よ
り

地
域
振
興
に
結
び
つ
く
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト

へ
の
支
援
、
地
場
産
品
開
発
や
起
業
等
創
出

を
目
的
と
し
た
「
足
寄
町
産
業
振
興
事
業
補

助
金
」
の
実
施
、
特
産
品
開
発
や
観
光
振
興

を
行
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配
置
し
て
産

業
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業

　

計
画
に
沿
っ
て
、
事
業
を
進
め
、
土
地
の

位
置
付
け
の
明
確
化
を
進
め
ま
す
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
修
繕
事
業

　

町
道
整
備
工
事
や
傷
ん
だ
舗
装
の
補
修
工

事
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
を
総
合
計
画
に

基
づ
き
進
め
ま
す
。

環
境
衛
生
対
策

　

新
た
な
分
別
・
収
集
体
制
に
移
行
し
て
１

年
が
経
過
し
、
お
お
む
ね
順
調
に
収
集
が
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、
生
ご

み
の
水
分
除
去
の
徹
底
、
コ
ン
ポ
ス
ト
や
生

ご
み
処
理
器
購
入
に
対
す
る
助
成
、
自
治
会

等
に
よ
る
資
源
集
団
回
収
を
は
じ
め
と
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
普
及
を
図
り
、
本
町
か

ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
す
。

農
林
業
振
興
対
策

　

町
農
業
協
同
組
合
が
「
地
域
振
興
計
画
」

に
基
づ
き
、
生
産
者
と
一
丸
と
な
り
「
足
寄

型
農
業
」
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
の
基
幹
産
業
の
持

続
的
発
展
を
支
え
る
た
め
、
行
政
と
し
て
で

き
る
限
り
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
農
業
基
盤
の
整
備
推
進
に
よ
る

自
給
飼
料
の
生
産
性
向
上
や
農
業
の
担
い
手

確
保
と
と
育
成
対
策
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
経
営
の
規
模
拡
大
等
の
意
欲
あ

る
畜
産
農
業
者
に
対
す
る
無
利
子
の
畜
産
振

興
資
金
の
貸
し
付
け
、
６
次
産
業
化
の
推
進

と
農
業
人
材
育
成
事
業
と
し
て
、
チ
ー
ズ
や

イ
チ
ゴ
等
を
原
料
と
し
た
新
た
な
特
産
品
の

開
発
や
Ｐ
Ｒ
活
動
、
施
設
園
芸
作
物
や
野
菜

栽
培
を
担
う
人
材
育
成
を
進
め
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り

森
林
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
、
木
質
資
源
の
循

環
と
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図

ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て
、
福
祉
課
総

合
支
援
相
談
室
を
中
心
に
医
療
機
関
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
の
情
報
共
有
を
一
層

進
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
て
替
え

等
も
含
め
た
「
新
た
な
医
療
と
介
護
・
保
健
・

福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
事
業
と
し
て
、

修
学
資
金
貸
付
金
、
就
業
支
援
等
補
助
金
、

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
等
補
助
金
等
の
制
度

を
継
続
し
、
介
護
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
支

援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
足
寄
高
校
生
や
町
民

を
対
象
と
し
た
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
町

内
で
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
の
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競

技
場
屋
根
の
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

補
修
や
塗
装
等
を
行
い
ま
す
。

　

予
防
検
診
経
費
と
し
て
、
令
和
元
年
10
月

か
ら
国
保
病
院
で
開
始
し
た
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ

肺
が
ん
検
診
の
他
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ

乳
が
ん
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
等
の
受
診
に
引
き

続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。　

　

感
染
症
対
策
で
は
、
令
和
元
年
度
に
引
き

続
き
、
風
し
ん
の
抗
体
保
有
率
の
低
い
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
に
対
し
抗
体
検
査
と
予
防
接
種

費
用
を
公
費
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
２

年
10
月
か
ら
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
接
種
化
と
な
る
こ
と
か
ら
公
費
負
担
し

ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進

　

令
和
元
年
11
月
７
日
に
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

３
０
０
０
日
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
近
年
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
も
多

く
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
交
通
安
全
指
導

員
等
に
よ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
し
た
交

通
安
全
教
室
の
開
催
、
通
学
時
の
小
中
学
生

の
安
全
を
確
保
す
る
街
頭
指
導
等
を
積
極
的

に
行
い
、
町
民
誰
も
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

自
治
会
活
動

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
地
域
の
課

題
を
地
域
で
解
決
で
き
る
体
制
の
整
備
、
地

域
に
住
む
人
が
孤
立
せ
ず
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
地
域
の
実
現
を
目
指
し
て
、
環
境

美
化
活
動
や
自
主
防
災
組
織
の
設
立
へ
の
支

援
を
は
じ
め
、
単
位
自
治
会
と
自
治
会
連
合

会
の
活
動
に
引
き
続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

福
祉
施
策
の
推
進

　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、「
子

育
て
安
心
基
金
」
を
財
源
に
、
出
産
祝
金
の

支
給
、
保
育
料
の
完
全
無
償
化
を
継
続
し
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
策
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
助

成
で
、こ
れ
ま
で
対
象
外
と
し
て
い
た
所
得
制

限
を
超
え
る
世
帯
に
属
す
る
小
中
学
生
の
通

院
お
よ
び
入
院
に
係
る
医
療
費
の
窓
口
負
担

を
令
和
２
年
８
月
診
療
分
か
ら
全
額
助
成
し

予
算
編
成
の
重
点
方
針

①
安
全
・
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

②
産
業
振
興
の
推
進

③
学
び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

④
総
合
戦
略
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
の

推
進

⑤
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携

シ
ス
テ
ム
の
推
進
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患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
病
院

の
理
念
・
基
本
方
針
に
掲
げ
る
「
い
た
わ
り
」

と
「
お
も
い
や
り
」
を
重
点
課
題
に
安
心
と

信
頼
を
も
っ
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
病
院

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
限
り
あ
る
財
源
を
効
果
的
に

活
用
し
、
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
、
簡
素

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
と
働
き
方
改
革
を

進
め
る
一
方
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を

大
切
に
し
て
、
誰
も
が
「
住
民
に
や
さ
し
い

役
場
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議
会

と
の
連
携
の
も
と
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町

議
会
議
員
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
健
康
保
持
、

安
全
・
安
心
な
生
活
が
送
れ
る
施
設
づ
く
り

を
今
後
も
進
め
ま
す
。
ま
た
、
現
施
設
は
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お

け
る
新
た
な
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の

連
携
を
進
め
る
上
で
も
、
現
在
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
ど
の
よ
う
な
規
模
・
構
成
で

改
築
す
べ
き
か
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に

係
る
国
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
国
保
病
院
、

さ
ら
に
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
あ
づ
ま

の
里
と
も
密
な
連
携
を
図
り
、
検
討
を
進
め

ま
す
。

上
水
道
事
業

　

安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給

を
図
る
た
め
、
老
朽
管
路
の
更
新
と
道
路
改

良
事
業
に
伴
う
配
水
管
敷
設
替
事
業
を
進
め

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　

町
内
唯
一
の
入
院
病
床
を
有
す
る
24
時
間

対
応
の
救
急
告
示
医
療
機
関
と
し
て
、
急
性

期
の
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
お
よ
び
高
度
医

療
機
関
で
急
性
期
治
療
を
終
え
た
患
者
さ
ん

の
リ
ハ
ビ
リ
や
在
宅
に
向
け
た
回
復
期
機
能

を
提
供
す
る
地
域
医
療
機
関
と
し
て
の
体
制

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
常
勤
医
師
の
招
へ

い
に
向
け
努
力
を
し
、
財
政
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

対
応
す
る
た
め
、
医
療
機
関
と
連
携
を
図
り
、

消
防
・
救
急
・
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
進

め
ま
す
。

防　

災

　

防
災
行
政
無
線
施
設
の
更
新
事
業
は
施
設

整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
未
配

備
世
帯
へ
の
配
備
を
行
い
、
各
戸
に
災
害
情

報
な
ど
が
確
実
に
届
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
頻
発
す
る
異
常
気
象
や
地
震
・
火

山
噴
火
、
大
規
模
停
電
な
ど
の
災
害
に
備
え
、

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
防
災
資
機
材
の
増

強
、
避
難
所
で
あ
る
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
へ
の

非
常
用
電
源
設
備
整
備
を
行
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　

施
設
維
持
管
理
業
務
の
充
実
と
安
心
・
安

全
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
を
引
き
続
き

図
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　

施
設
や
設
備
を
計
画
的
に
整
備
し
維
持
管

理
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
下
水
終
末
処
理
場

に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

土
木
、
建
築
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
質
の
高
い

公
園
事
業

　

里
見
が
丘
公
園
再
整
備
事
業
と
し
て
、
経

年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
野
球
場
の
改
修
お
よ

び
公
園
灯
の
更
新
を
、
そ
の
他
の
公
園
に
つ

き
ま
し
て
も
、
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
に
遊

具
や
設
備
の
修
繕
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

消
防
体
制
の
推
進

　

町
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、

消
防
署
、
消
防
団
と
関
係
機
関
が
一
体
と
な

っ
て
地
域
実
情
や
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
消

防
行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
複
雑
多
様
化
す
る
火
災
や
各
種
災

害
、
救
急
需
要
な
ど
に
対
し
、
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
救
急
需
要
に

令
和
２
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
び
と

　
　
　
町
民
の
生
き
が
い
と
な
る
学
び
合
い
を
推
進

藤代和昭教育長

教

育

行

政

の

基

本

方

針

　

足
寄
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
教
育
関
連
法
」

や
「
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
」
お
よ
び
「
第

５
次
足
寄
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
な
ど
を

基
底
に
据
え
、
総
合
教
育
会
議
の
協
議
・
調

整
を
尊
重
し
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
の
確
か
な
学
び
と
町

民
の
生
き
が
い
と
な
る
学
び
合
い
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

学
校
運
営

　

保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て

託
さ
れ
る
「
地
域
と
共
に
歩
む
学
校
」
づ
く

り
に
向
け
、
教
育
委
員
会
が
主
体
性
を
発
揮

し
、
校
長
会
議
・
教
頭
会
議
を
通
し
て
的
確

な
指
示
や
指
導
等
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
学
校
評
議
員
会
議
・
学
校
運
営
協
議
会

や
地
域
参
観
日
の
開
催
、
保
護
者
を
含
め
た

学
校
評
価
や
地
域
教
育
資
源
の
活
用
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。

教
育
課
程
の
管
理

　

「
確
か
な
学
力
」
の
方
策
と
し
て
、
町
費

に
よ
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
お
よ
び
足
寄

小
学
校
へ
の
臨
時
教
諭
の
配
置
に
よ
る
少
人

数
指
導
や
習
熟
度
別
学
習
長
期
休
業
中
の
学

習
機
会
の
提
供
、
家
庭
へ
の
啓
発
活
動
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
足

寄
町
生
涯
学
習
研
究
所
の
学
力
調
査
・
分
析

な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
小
・
中
学
校
に

「
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
を
明
示
し
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
授
業
改
善

を
通
し
て
学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

　

道
徳
教
育
を
重
視
し
命
の
大
切
さ
や
思
い

や
り
の
心
、
規
範
意
識
な
ど
の
涵
養
、
教
育

相
談
の
充
実
、
読
書
活
動
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
特
に
読
書
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
蔵
書
の
計
画
的
な
整
備
や
町
図
書
館

と
の
連
携
に
よ
る
定
期
的
な
巡
回
配
本
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
「
い
じ
め
」
は
「
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
・
犯
罪
で
あ
る
・
命
や
人
権
に
係
わ
る

問
題
で
あ
る
」
と
の
共
通
理
解
に
立
ち
、
足

寄
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
未
然

防
止
や
早
期
発
見
お
よ
び
迅
速
対
応
、
学
校
・

保
護
者
・
関
係
機
関
と
の
速
や
か
な
連
携
な

ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
重
大
事
案
に
つ
い

て
は
総
合
教
育
会
議
で
協
議
・
調
整
し
ま
す
。

　

そ
し
て
「
健
や
か
な
体
」
で
は
「
全
国
体

力
・
運
動
能
力
運
動
習
慣
等
調
査
」
や
新
体

力
テ
ス
ト
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
、
教
科
体

育
の
充
実
や
体
力
づ
く
り
運
動
の
日
常
実
践

化
に
努
め
、
体
力
向
上
や
運
動
の
習
慣
化
を

推
進
し
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食

　

食
育
で
は
栄
養
教
諭
の
効
果
的
な
活
用
を

図
り
、
食
に
関
す
る
指
導
を
推
進
す
る
と
と

も
に
学
校
給
食
の
衛
生
・
安
全
管
理
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
で
は
魅
力
あ
る
献
立
を

通
し
、
地
場
産
食
材
の
積
極
的
な
活
用
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
や
「
リ
ク
エ
ス
ト
給

食
」
を
継
続
し
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す
。
な
お
、
子
育
て
や
人
口
減

少
の
対
策
と
し
て
引
き
続
き
小
・
中
・
高
の

児
童
・
生
徒
に
無
償
提
供
を
行
い
ま
す
。

国
際
理
解
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

国
際
理
解
教
育
で
は
、
国
際
交
流
員
を
活

用
し
た
小
学
校
の
英
語
教
科
や
外
国
語
活
動

お
よ
び
中
学
校
の
英
語
教
科
な
ど
の
支
援
を

図
り
、
英
語
力
の
向
上
や
異
文
化
理
解
な
ど

国
際
理
解
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体

等
と
の
協
力
・
調
整
を
図
り
、
職
場
訪
問
体

験
学
習
な
ど
を
通
し
、
望
ま
し
い
職
業
観
や

勤
労
観
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
・
交
通
安
全
教
育

　

防
災
・
交
通
安
全
教
育
で
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を
想
定
し
、
各

教
科
の
関
連
学
習
内
容
や
実
施
訓
練
を
通
し

て
災
害
へ
の
適
切
な
迅
速
対
応
に
努
め
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
環
境
教
育

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
、
児
童
生
徒
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
に
伴
い
、
児
童
・

生
徒
が
主
体
的
・
論
理
的
に
学
ぶ
た
め
の
情

報
活
用
や
課
題
解
決
な
ど
の
能
力
育
成
に
努

め
ま
す
。

　

環
境
教
育
で
は
、
足
寄
中
学
校
の
太
陽
光

発
電
装
置
を
活
用
し
た
環
境
保
全
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
を
理
科
授
業
な
ど
の
教
育
活
動
に

組
み
入
れ
ま
す
。

特
別
支
援
・
複
式
教
育

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
社
会
的
自
立
や
合

理
的
配
慮
を
踏
ま
え
た
個
別
指
導
計
画
や
教

多くの利用者で賑わう
里見が丘公園　お山の複合遊具

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
の
規
模

一
般
会
計　
　

90
億
６
９
２
６
万
９
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比
０
．
５
％
減
）

特
別
会
計　
　

29
億
４
６
５
３
万
８
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比
10
．
３
％
減
）

企
業
会
計　
　

16
億
５
１
３
３
万
１
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比
３
．
５
％
減
）

合　

計　

１
３
６
億
６
７
１
３
万
８
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比
３
．
２
％
減
）
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生
涯
学
習
施
設

　

町
民
セ
ン
タ
ー
と
生
涯
学
習
館
を
学
習
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
、
学
び
や
す
く
親
し
み

や
す
い
施
設
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
と

り
わ
け
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
図
書
の
計
画

的
購
入
や
魅
力
あ
る
事
業
お
よ
び
情
報
発
信

な
ど
を
図
り
、
町
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

機
能
や
利
便
性
な
ど
の
向
上
と
と
も
に
、
読

書
普
及
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
・
児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ

や
乳
幼
児
の
絵
本
と
の
出
会
い
と
親
子
の
ふ

れ
あ
い
等
を
支
援
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
」
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
新
た
に
策
定
す
る

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
子
ど
も
が
よ
り
読
書
に
興
味
を
も
ち
、

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
校
な
ど
の
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
子
ど

も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

文
化
・
芸
術
活
動

　

各
種
文
化
団
体
等
が
行
う
自
主
的
な
活
動

を
通
し
て
優
れ
た
文
化
・
芸
術
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
し
、
地
域
文
化
の
伝
承
や
創
作
活

動
等
を
支
援
し
ま
す
。

文
化
財

　

郷
土
資
料
館
に
は
、
町
の
歴
史
や
発
展
の

資
料
を
数
多
く
保
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

郷
土
の
歴
史
や
文
化
継
承
が
、
町
民
や
学
校

教
育
、
社
会
教
育
に
も
有
効
活
用
で
き
る
よ

健康と親睦交流を深める
町民ふれあいスポーツ大会

う
資
料
の
整
理
や
展
示
の
工
夫
、
情
報
提
供

な
ど
に
努
め
ま
す
。

足
寄
動
物
化
石
博
物
館

　

企
画
・
運
営
の
工
夫
や
発
掘
体
験
活
動
な

ど
に
よ
り
入
館
者
の
充
実
に
努
め
て
お
り
、

本
町
の
象
徴
的
な
学
術
施
設
と
し
て
さ
ら
に

価
値
を
高
め
る
た
め
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加

で
き
る
機
会
の
拡
充
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
安
全
点
検
な
ら
び
に
計
画
的
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

指
導
者
の
育
成
や
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
出

前
教
室
、
学
校
開
放
事
業
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
を
通
し
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
普
及
に
努
め
ま
す
。

青
少
年
教
育

　

自
然
体
験
活
動
「
す
す
め
！
あ
し
ょ
ろ
☆

冒
険
王
」
の
実
施
を
は
じ
め
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
・
芸

術
活
動
な
ど
の
支
援
と
育
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
長
期
休
業
中
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
を
夏
季
間
と
冬

季
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
学
ぶ
意
欲
や
習

慣
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
教
育
機
関
で
あ
る
「
ネ

イ
パ
ル
足
寄
」
や
「
九
州
大
学
北
海
道
演
習

林
」
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

成
人
教
育

　

情
報
の
提
供
や
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
学
習
機

会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

足
寄
１
０
０
年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」

や
「
学
遊
校
」
の
多
様
な
講
座
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
等
、
高
齢
者
の
豊
か
な

学
び
合
い
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の

仲
間
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
学
習
機
会
や
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

国
際
交
流

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市

か
ら
招
へ
い
し
て
い
る
国
際
交
流
員
を
活
用

し
、
保
育
園
児
へ
の
英
語
遊
び
活
動
「
ぺ
ピ

ー
キ
ッ
ズ
」
や
一
般
町
民
を
対
象
と
し
た
英

会
話
教
室
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

育
支
援
計
画
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
の
展
開

や
学
習
支
援
員
の
継
続
配
置
、
あ
し
ょ
ろ
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
な
ど
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

複
式
教
育
で
は
、
少
人
数
の
良
さ
を
生
か

し
た
き
め
細
か
な
指
導
計
画
に
よ
る
個
に
応

じ
た
指
導
や
学
習
効
果
を
高
め
る
集
合
学
習

お
よ
び
町
内
的
な
交
流
学
習
を
支
援
し
、
地

域
環
境
の
特
性
を
生
か
し
た
複
式
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

足
寄
高
等
学
校
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

　

２
間
口
確
保
に
向
け
、
足
寄
高
等
学
校
振

興
会
等
関
係
団
体
と
協
議
・
連
携
し
、
通
学

費
や
海
外
研
修
派
遣
、
足
寄
町
学
習
塾
、
多

目
的
交
流
施
設
な
ど
に
引
き
続
き
支
援
を
継

続
し
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備

　

校
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
・
設
備
の
改

修
や
教
職
員
住
宅
の
改
築
等
を
計
画
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

家
庭
教
育

　

「
家
庭
教
育
学
級
」
や
子
育
て
支
援
・
学

習
と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
の
充
実
を
さ

ら
に
図
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
子
育
て
に
携
わ
る
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
り
、
家
庭
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

卒
業
・
卒
園
お
め
で
と
う

卒
業
・
卒
園
お
め
で
と
う

足寄高等学校足寄高等学校

芽 登 小 学 校芽 登 小 学 校

螺 湾 小 学 校螺 湾 小 学 校

町認定こども園どんぐり町認定こども園どんぐり

上利別保育所上利別保育所

芽 登 保 育 所芽 登 保 育 所

大誉地小学校大誉地小学校

足 寄 小 学 校足 寄 小 学 校

足 寄 中 学 校足 寄 中 学 校
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新たな挑戦を応援します
足寄町産業振興事業補助金

　　

ご注意ください
有害鳥獣駆除実施中

　　

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

もっと森林に親しもう
　芽登小学校（林正浩校長）の５年生３人を

対象に、十勝東部森林管理署の原田憲佑さ
んら

が「みんなを支える森の役割」をテーマに授

業を行いました。児童は、森の役割や森林保

全・林業問題などについて学び、木材から作

られている物などを考えながら森林の大切さ

を再確認しました。

2/252/25

　町内の森林資源であるカラマツを、ＣＬＴ

（繊維方向が直交するように交互に張り合わ

せた建築材）に加工し、柱や梁などに利用し

た「芽登集落センター」が完成しました。こ

の施設は、地域住民の集会施設や芽登保育所

として利用する他、老朽化していた芽登郵便

局に施設の一部を賃貸借します。

木のぬくもりを感じて 3/233/23

症状に合った運動法を
　「足腰らくらくストレッチ教室」（町主催）

が要介護状態の要因となる関節痛の予防や改

善方法などを学ぶことを目的に南区コミュニ

ティセンターで開催され、21人が参加しまし

た。健康運動指導士の小林永枝さ
んから正しい

姿勢や呼吸の仕方などの個々に合った運動法

を丁寧に学びました。

2/182/18

ファイターズコーチを招いて
　本町と㈱北海道日本ハムファイターズのパ

ートナー協定の連携事業が行われました。

2/22　第26回町スポーツ2/22　第26回町スポーツ
　　　　　　少年団交流会（総合体育館）　　　　　　少年団交流会（総合体育館）

2/21　ファイターズアカデミー2/21　ファイターズアカデミー
　　　トレーニング教室（足寄中学校）　　　トレーニング教室（足寄中学校）

電話でお申し込みができます！
脳ドック助成のご案内

町防災行政無線戸別受信機の
受け取り・返却はお済みですか？

対象者　令和２年度に40歳以上の町民の方

＊助成対象は３年に一度となります。平成30年度、

令和元年度に助成を受けた方は対象外です。

受診医療機関　帯広厚生病院・北斗病院

助成対象人数　先着　80人

受診時期　　　７月～令和３年２月

料　　　金　　　自己負担13,100円～20,800円

　　　＊病院・年齢により金額が変わります。

　　　＊町助成額10,000円を除いた金額です。

実施内容　ＭＲＩ・ＭＲＡ・血液検査等

その他　・強力な磁気を利用した検査です。

心臓ペースメーカーを使用している方、脳疾患

で治療した方や治療中の方は検査できません。

・受診結果につきまして病院より町へも結果が

返却されます。個人情報につきましては健康づ

くりの目的以外には使用しません。

申込期間　５月19日㈫　午前９時から

　　　　　12月30日㈬　午後５時まで

詳　細　役場総務課企画調整担当

　　　　☎２５－２１４１　内線３１８　

　本町では防災行政無

線のデジタル化更新に

伴い、町内の全世帯お

よび事業所に戸別受信

機の貸し付けを行って

います。戸別受信機を

設置すると、聞こえづらいなどの問題を解消し

室内で情報を聞くことができるようになります。

また、戸別受信機には聞き逃してしまった放送

を再生する機能もついており、より確実に情報

を得ることができるようになります。

　戸別受信機の貸し付けは、役場２階総務課に

て行っています。また、戸別受信機を受け取っ

ている方で町外に転出される方は戸別受信機の

返却をお願いします（官舎・社宅等据え付けを

除く）。

※足が不自由な方などで来庁が難しい方には、

別途対応しますので、ご連絡ください。

　本町では、エゾシカによる農業被害や林業被

害を減らすために、北海道猟友会足寄支部の協

力により有害鳥獣駆除を実施しています。有害

鳥獣駆除実施期間中に山菜採り等で山林や畑、

牧草地の周囲を歩く方は、目立つ服装で入林し、

設置されているわなに注意してください。

　本町では、地場産業の育成強化・域活性化を

図るため、町内の農林水産事業者並びに商工業

者を対象に、地場産品開発支援のため【足寄町

産業振興事業補助金】を実施しています。

対象事業 ・補助金額

１．地場産品の開発振興事業

・新製品、新技術もしくは

　サービスの開発など

　１件100万円まで（1/2以内）

２．新規起業等

・町内で新たな事業を開始する場合に伴う経費

　１件300万円まで（1/2以内）

対象者

　足寄町内で農林水産事業者並びに商工業者を

　行っている方

募集期間　提案書申込締切、６月１日

< 条件 > 令和３年３月31日までに事業を完了す

ること。

詳細・申込先

　役場経済課商工観光・エネルギー担当

　☎２５－２１４１　内線２５２・２４１　

詳細・申込先　役場福祉課保健推進担当

　　　☎２５－２５７１（直通）

　本町では、脳梗塞や脳動脈

瘤等の脳血管疾患や、その危

険因子を発見し、それらの発

症や進行を防止することを目

的に脳ドック助成を実施します。

駆除区域　足寄町全域（住宅地・鳥獣保護区　

　　　　　等は除く）

駆除期間　４月１日～10月末、

　　　　　および令和３年３月

使用する道具　銃器、くくりわな、囲いわな

詳　細　役場経済課林業振興担当

　　　　☎２５－２１４１　内線２４４　

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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詳　

細　

足
寄
消
防
署
☎
25

－
２
６
１
９

消防通信　第40号

前　略

足寄消防署より

春

の

火

災

予

防

運

動

年
間
出
動
件
数�

（
３
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動�

３
９
０
件
（
29
件
減
）

火
災
出
動�

９
件
（
４
件
増
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

　

雪
解
け
も
進
み
、

こ
れ
か
ら
は
空
気
の

乾
燥
や
強
風
が
吹
く

な
ど
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
期
を
迎

え
ま
す
の
で
、
火
気

の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
４
月
20
日

か
ら
30
日
ま
で
「
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！

で
確
認　

火
の
用
心
」
を
防
火
標
語
と
し
た
、

全
道
一
斉
春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
期
間
中
、
町
内
で
は
火
災
予
防
意
識
の

向
上
を
図
る
た
め
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
野
焼
き
（
ご
み
焼
き
）
に
つ
い
て
】

　

野
焼
き
と
は
、
適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で

ご
み
を
燃
や
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。
野
焼
き

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と

５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
１
千
万
円
以

下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。

　

令
和
元
年
に
本
町
で
発
生
し
た
火
災
は
、

建
物
火
災
２
件
、
車
両
火
災
１
件
、
そ
の
他

火
災
６
件
の
合
計
９
件
で
し
た
。
そ
の
う
ち

５
件
は
、
野
焼
き
等
に
よ
り
周
囲
へ
燃
え
広

が
り
、
火
災
と
な
っ
た
事
例
で
す
。
周
辺
住

民
に
対
し
大
変
な
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
火
災
に
よ
る

煙
を
感
知
し
て
、
音
声
や
警
報
音
で
火
災
の

発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、
住
宅
火
災
に
よ

る
犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
に
、
消
防
法
お
よ

び
火
災
予
防
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

設
置
場
所
は
？

Ａ　

寝
室
の
天
井
ま
た
は
壁
面
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
寝
室
が
２
階
に
あ
る
場

合
は
、
階
段
の
踊
り
場
の
天
井
ま
た
は
壁
面

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

交
換
時
期
は
？

Ａ　

寿
命
は
約
10
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

設
置
し
て
か
ら
長
期
間
経
過
す
る
と
部
品
の

劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
、

ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
紐
を
引
い
た
り
し
て
作

動
確
認
を
行
い
、
適
切
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
弔
慰
金
と
は

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
わ
が
国

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の

尊
い
犠
牲
に
思
い
を
は
せ
、
国
と
し
て
あ
ら

た
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者

等
の
ご
遺
族
に
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
（
記

名
国
債
）
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令

和
２
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

⑴　

�

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

⑵　

戦
没
者
の
子

⑶　

�

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹

　
　

�

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

⑷　

�

⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

　
　

�

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

　

４
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

　

��

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
一
回
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
請
求
窓
口

　

役
場
１
階
福
祉
課

詳　

細　

役
場
福
祉
課
福
祉
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
４
３
・
１
４
２

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
方
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

令
和
２
年
８
月
診
療
分
か
ら

中
学
校
修
了
ま
で
の
お
子
さ
ん
全
員
の

�

医
療
費
が
無
償
化
さ
れ
ま
す

　

本
町
で
は
お
子
さ
ん
の
疾
病
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
を
促
進
し
、
健
全
な
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
８
月
診
療
分
か
ら

医
療
費
の
全
額
助
成
を
中
学
生
ま
で
拡
充
す

る
と
と
も
に
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
助
成

制
度
（
以
下
、
乳
幼
児
及
び
児
童
）
に
か
か

る
所
得
制
限
を
廃
止
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

中
学
校
修
了
ま
で
の
お
子
さ
ん
全
員
が
、
医

療
機
関
等
の
窓
口
で
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
支
払
う
こ
と
な
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
る
受
給
者
証
は

７
月
下
旬
に
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。

◆
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

：

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格
（
以

下
、
ひ
と
り
親
）
ま
た
は
重
度
心
身
障
害
者

受
給
資
格
（
以
下
、
重
度
）
を
有
し
て
い
る

場
合
の
医
療
費
の
自
己
負
担
は
ど
う
な
り
ま

す
か
。

Ａ

：

中
学
校
修
了
ま
で
の
お
子
さ
ん
に
か
か

る
保
険
適
用
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
お
よ
び
重
度
に
は

従
来
通
り
所
得
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

所
得
超
過
の
際
は
乳
幼
児
及
び
児
童
の
資
格

を
適
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ｑ

：

助
成
の
対
象
外
と
な
る
も
の
は
あ
り
ま

す
か
。

Ａ

：

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接
種
代
、

文
書
料
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
保
険
外
診
療

費
用
の
他
、
入
院
時
の
食
事
代
お
よ
び
生
活

療
養
に
か
か
る
費
用
な
ど
で
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
保
険
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
５

《
お
詫
び
》

　

医
療
費
通
知
の
発
送
遅
延
に
つ
い
て

　

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

に
医
療
費
の
お
知
ら
せ
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
12
月
と
本
年
１
月
診
療
分
の
医
療

費
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
４
月
中
に
発
送

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
の
シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
っ
て
、

デ
ー
タ
の
移
行
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
た
め
、

一
部
の
被
保
険
者
様
の
お
名
前
に
誤
記
載
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
医
療

費
通
知
の
発
送
が
１
～
２
カ
月
程
度
遅
れ
る

見
込
み
で
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

元北海道日本ハムファイターズ元北海道日本ハムファイターズ

池田主査が足高野球部の監督に就任池田主査が足高野球部の監督に就任

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
池
田
主
査
は
「
監

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
池
田
主
査
は
「
監

督
と
し
て
は
１
年
生
、
ま
ず
は
学
ぶ
こ
と
が

督
と
し
て
は
１
年
生
、
ま
ず
は
学
ぶ
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
学
び
な
が
ら
も
、
プ
ロ

多
い
と
思
い
ま
す
。
学
び
な
が
ら
も
、
プ
ロ

野
球
で
培
っ
た
経
験
を
選
手
に
還
元
し
て
い

野
球
で
培
っ
た
経
験
を
選
手
に
還
元
し
て
い

き
ま
す
。
ま
ず
は
１
勝
。
そ
し
て
、
私
の
出

き
ま
す
。
ま
ず
は
１
勝
。
そ
し
て
、
私
の
出

身
校
で
あ
る
鵡
川
高
校
が
、
当
時
、
甲
子
園

身
校
で
あ
る
鵡
川
高
校
が
、
当
時
、
甲
子
園

な
ん
て
無
理
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
甲
子

な
ん
て
無
理
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
甲
子

園
出
場
を
果
た
し
た
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま

園
出
場
を
果
た
し
た
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま

す
の
で
、
足
寄
高
校
の
生
徒
に
も
同
じ
体
験

す
の
で
、
足
寄
高
校
の
生
徒
に
も
同
じ
体
験

を
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て

を
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

ま
た
「
足
寄
の
子
は
本
当
に
素
直
な
子
ば

　

ま
た
「
足
寄
の
子
は
本
当
に
素
直
な
子
ば

か
り
で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
は
ぜ
ひ
、

か
り
で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
は
ぜ
ひ
、

一
生
懸
命
に
打
ち
込
め
る
何
か
を
見
つ
け
て

一
生
懸
命
に
打
ち
込
め
る
何
か
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
で
す
。
野
球
以
外
で
も
何
か
に
一
生

ほ
し
い
で
す
。
野
球
以
外
で
も
何
か
に
一
生

懸
命
に
打
ち
込
ん
だ
経
験
が
あ
れ
ば
後
の
人

懸
命
に
打
ち
込
ん
だ
経
験
が
あ
れ
ば
後
の
人

生
に
お
い
て
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
ど
れ
も

生
に
お
い
て
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
ど
れ
も

中
途
半
端
の
ま
ま
大
人
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

中
途
半
端
の
ま
ま
大
人
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

１
つ
の
こ
と
を
達
成
す
る
の
は
難
し
く
な
り

１
つ
の
こ
と
を
達
成
す
る
の
は
難
し
く
な
り

ま
す
。
も
し
、
一
生
懸
命
に
打
ち
込
め
る
こ

ま
す
。
も
し
、
一
生
懸
命
に
打
ち
込
め
る
こ

と
が
野
球
で
あ
れ
ば
、
私
は
全
力
で
サ
ポ
ー

と
が
野
球
で
あ
れ
ば
、
私
は
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
う
ま
い
、
下
手
は
関
係
な
く
、

ト
し
ま
す
。
う
ま
い
、
下
手
は
関
係
な
く
、

野
球
が
好
き
で
、
野
球
を
や
り
た
い
と
思
っ

野
球
が
好
き
で
、
野
球
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
子
が
足
寄
に
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
れ

て
い
る
子
が
足
寄
に
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
れ

た
ら
い
い
な
。
そ
し
て
、
私
は
野
球
も
し
く

た
ら
い
い
な
。
そ
し
て
、
私
は
野
球
も
し
く

は
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
い
い
な
と
思
っ
て
い
た
だ

は
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
い
い
な
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
輪
を
今
後
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

け
る
輪
を
今
後
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
も
話

て
い
ま
す
」
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
も
話

し
て
い
ま
し
た
。

し
て
い
ま
し
た
。

　

元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

　

元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
池
田
剛
基
主
査
（
町
教
育
委
員

ズ
の
池
田
剛
基
主
査
（
町
教
育
委
員

会
）
が
４
月
１
日
に
足
寄
高
等
学
校

会
）
が
４
月
１
日
に
足
寄
高
等
学
校

野
球
部
の
監
督
に
就
任
し
ま
し
た
。

野
球
部
の
監
督
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

池
田
主
査
は
、
平
成

　

池
田
主
査
は
、
平
成
3030
年
４
月
か

年
４
月
か

ら
コ
ー
チ
と
し
て
同
校
野
球
部
の
指

ら
コ
ー
チ
と
し
て
同
校
野
球
部
の
指

導
の
ほ
か
、
足
寄
中
学
校
野
球
部
と

導
の
ほ
か
、
足
寄
中
学
校
野
球
部
と

足
寄
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
の
支
援
・
指
導
、

足
寄
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
の
支
援
・
指
導
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
、

町
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
ス

町
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
ス

ト
レ
ッ
チ
教
室
、
講
演
な
ど
幅
広
く

ト
レ
ッ
チ
教
室
、
講
演
な
ど
幅
広
く

活
躍
。
本
町
の
印
象
を
「
自
分
の
会

活
躍
。
本
町
の
印
象
を
「
自
分
の
会

社
や
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

社
や
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

た
め
に
と
町
全
体
の
こ
と
を
考
え
て

た
め
に
と
町
全
体
の
こ
と
を
考
え
て

く
れ
て
い
る
人
が
多
い
。
そ
ん
な
足

く
れ
て
い
る
人
が
多
い
。
そ
ん
な
足

寄
が
好
き
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

寄
が
好
き
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
監
督
と
し
て
同
校
野
球
部

　

今
後
は
監
督
と
し
て
同
校
野
球
部
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ポイントの利用時期が近づくと、マイナンバーカードの交付申請が混み合い、申請から交付まで通常（約１ヶ月）
よりも時間を要することが見込まれます。早めの申請をお願いします。

マイナンバーカードの申請・取得が必要です。1

2

「マイナポイント」を取得するためには

マイナポイントの予約方法

※マイナポイントの予約によりマイキーIDが設定されます。

スマホで簡単3つの手順 これで
マイナポイント
予約完了！

※公的個人認証サービス対応のスマートフォン
※カードリーダーがあればパソコンでも設定できます

手順2
アプリの
指示に従って

マイナンバーカード
を読み取り

手順3

マイナンバーカード
申請時or取得時に
設定した数字4桁の
暗証番号を入力

手順1
マイナポイントアプリ
をダウンロード

※Android端末は「JPKI利用者
　ソフト」もダウンロードが必要
（今後、マイナポイントアプリと
　一体化予定）

郵便

スマホ パソコン

（既にマイキーIDを設定されている方は、マイナポイントの予約済みとなります）

※マイナポイントの予約
　者数が予算の上限に
　達した場合は、マイナ
　ポイントの予約を締め
　切る可能性があります。

マイナンバーカードは、
パソコン・スマートフォン
郵便から
申請することが出来ます。 交付手数料

無料！

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

フ
レ
イ
ル
と
は
加
齢
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま

な
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
「
虚
弱
」
と
な

っ
た
状
態
で
す
。
多
く
の
高
齢
者
が
健
康
な

状
態
か
ら
、
フ
レ
イ
ル
を
経
て
要
介
護
状
態

に
な
る
た
め
、
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
こ
と

が
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
重
要
な
カ
ギ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
は
次
の
３
つ
の
要
因
が
複
雑
に

か
ら
み
あ
っ
て
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

①
身
体
的
（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、
低
栄
養
な
ど
）

②
心
理
的
・
認
知
的
（
抑
う
つ
、
認
知
機
能

の
低
下
な
ど
）

③
社
会
的
（
閉
じ
こ
も
り
、
孤
食
な
ど
）

◇
早
期
発
見

　

フ
レ
イ
ル
は
健
康
と
要
介
護

の
中
間
の
状
態
で
す
。
フ
レ
イ

ル
に
よ
り
早
く
気
付
き
、
食
生

活
や
運
動
習
慣
の
改
善
、
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
心
身
の
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
（
こ
の

こ
と
を
可
逆
性
と
い
い
ま
す
）。

　

皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
下
記
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
で
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

フ
レ
イ
ル
の
段
階
で
あ
れ
ば
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
、
健

康
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
年
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」

と
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

◇
予
防
・
改
善

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
た
ん
ぱ
く
質
の

摂
取
で
低
栄
養
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
歩
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
適
度
な
運
動
、

家
族
や
友
人
と
楽
し
く
食
べ
る
時
間
を
持
つ

こ
と
や
、
仲
間
と
の
お
し
ゃ
べ
り
、
趣
味
を

楽
し
み
、
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

フ
レ
イ
ル
対
策
に
な
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課

　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25

－

９
２
０
０

ロコモティブシンドローム…骨や関節、筋肉などの運動器の衰えが原因で、

歩行や立ち座りなどの日常生活に支障をきたしている状態のことをいいます。

サルコペニア…加齢に伴って筋肉量が減少する状態のことをいいます。ギ

リシャ語でサルコ（筋肉）とペニア（減少）の造語です。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に

出
向
い
て
フ
レ
イ
ル
予
防
の
講
話
を
行
っ
て

い
ま
す
。
行
政
出
前
講
座
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

気
に
な
る
こ
と
、
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　細　役場総務課情報管理担当　☎２５－２１４１　内線３３２
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た

ば

こ

病

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

詳　

細

　
　
　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

詳　

細

　
　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
工
務
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
５
７

３
月
31
日
か
ら
西
町
８
丁
目
の
一
部
区

域
で
下
水
道
の
供
用
が
始
ま
り
ま
し
た

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

上
下
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の

届
け
出
は
お
早
め
に

令
和
２
年
度
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
事
前
に
役
場
建
設

課
上
下
水
道
室
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
転
入
、
転
出
、
転
居

・
１
カ
月
以
上
、
上
下
水
道
を
使
用
し
な
い

・
上
下
水
道
の
使
用
者
が
変
わ
る

・
上
下
水
道
の
用
途
が
変
わ
る

　

（
家
事
用
か
ら
業
務
用
へ
の
変
更
等
）

・
上
下
水
道
を
再
び
使
用
す
る

・
家
を
取
り
壊
し
て
上
下
水
道
を
廃
止
す
る

下
水
道
へ
の
切
替
工
事
に
つ
い
て

１
．
お
住
ま
い
の
場
所
が
下
水
道
整
備
さ
れ

共
用
開
始
さ
れ
て
い
る
地
域
か
確
認

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
い
う
病
気
を
ご
存
じ
で
す
か

　

Ｃ
シ
ー
オ
ー
ピ
ー
デ
ィ
ー

Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
と
は
、

従
来
、
慢
性
気
管
支
炎
や
肺
気
腫
と
呼
ば
れ

て
き
た
病
気
の
総
称
で
、
別
名
「
た
ば
こ
病
」

と
い
い
、
肺
の
生
活
習
慣
病
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
主
に
喫
煙
が
原
因
で
肺
に

炎
症
が
起
こ
り
ま
す
。
悪
化
す
る
と
、
咳
・

痰た
ん

・
息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
強
く
な
る
他
、

空
気
の
通
り
道
で
あ
る
気
道
が
慢
性
的
に
狭

く
な
る
こ
と
で
、
息
を
吐
き
だ
し
に
く
く
生

活
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

で
は
男
性
死
亡
原
因
の
第
８
位
で
あ
り
、
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
２
０
３
０
年

に
は
世
界
の
死
亡
原
因
の
第
３
位
に
な
る
と

予
測
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
思
い
当
た
る
症
状
が

あ
る
人
は
、
早
め
に
呼
吸
器
の
専
門
医
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
風
邪
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
こ
と
で
起
こ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
手
洗
い
う

が
い
や
、
咳
を
し
て
い
る
方
は
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
な
ど
の
感
染
予
防
対
策
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
免
疫
力
を
低
下
さ
せ

な
い
た
め
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

対
策
・
治
療

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
進
行
性
の
病
気
で
あ
り
、
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
肺
や
気
管
支
の
機
能
低
下

が
元
通
り
回
復
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
喫
煙
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
だ
け
で
な
く
、

他
の
呼
吸
器
疾
患
や
心
疾
患
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
の
危
険
因
子
で
す
。
早
期
の
段
階

で
禁
煙
を
し
、
薬
物
療

法
な
ど
の
治
療
を
始
め

る
こ
と
で
症
状
を
軽
減

し
た
り
、
病
気
の
進
行

を
抑
え
た
り
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

早
期
に
検
診
を
受
け
、
治
療
を
開
始
し
て

呼
吸
機
能
の
低
下
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
大

切
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
に
１
回
は
健
康
診

断
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

禁
煙
し
た
い
の
に
で
き
な
い
、
ま
た
は
家

族
な
ど
親
し
い
人
を
禁
煙
さ
せ
た
い
と
い
う

人
は
、
禁
煙
外
来
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

電
子
た
ば
こ
な
ど
の
新
型
た

ば
こ
に
つ
い
て
、
呼
吸
器
の
疾

患
リ
ス
ク
は
研
究
段
階
で
す
が
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
対
し
て
有
害
だ
と
す
る
専
門
家

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
疾
患

予
防
と
治
療
に
は
、
新
型
た
ば
こ
も
含
め
て

禁
煙
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

風
邪
が
脅
威
に

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
は
、
激
し
い
咳
が
続
く
、
息

切
れ
が
強
く
な
り
息
苦
し
さ
が
増
す
、
痰
の

量
が
増
え
る
、
発
熱
が
続
く
な
ど
、
症
状
が

急
激
に
悪
化
す
る
「
急
性
増
悪
」
が
起
こ
る

〈ＣＯＰＤセルフチェック〉

□�風邪をひいていないのに１日に何度も咳が出る

□�階段を上るなど、ちょっとした運動でも息切れを

しやすい

□�呼吸をするときゼイゼイ、ヒューヒューなどの音

がする

□�長期間たばこを吸っている（または吸っていた）

□�粘り気のある黄色い痰が頻繁に出る

〈相談先（禁煙外来）〉

●町国民健康保険病院

　☎２５―２１５５

　金曜日　午後１時もしくは午後３時

　※事前予約必要

●ホームケアクリニックあづま

　☎２５―５０５０

　
月・火・木・金

　午前８時30分～11時30分

　　　　　　　　　午後１時～４時30分

　水曜日　　　　　午前８時30分～11時30分

　※事前連絡必要

　

日
本
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
推
定
患
者
数
は
約
５

３
０
万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
診
断
が
つ

き
、
治
療
を
受
け
て
い
る
人
数
は
約
26
万
人

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
亡

く
な
る
人
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
特
に
男

性
に
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
日
本

線
寄
足
坂
植

川
別
利

子どもセンター西町
コミュニティセンター

九州大学
北海道演習林事務所

足寄橋公園

号
２
４
２
道
国

え
は
、
く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
に
、
台

所
・
風
呂
な
ど
は
速
や
か
に
接
続
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
．
指
定
工
事
店
に
工
事
を
依
頼

　

下
水
道
へ
の
切
替
工
事
が
で
き
る
の
は
、

指
定
工
事
店
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
工
事
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

３
．
下
水
道
使
用
開
始

　

町
で
の
検
査
を
完
了
す
れ
ば
、
下
水
道
の

使
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
が
発
生
し
ま
す
。

西町８丁目の一部

　

供
用
開
始
後
５
年
以
内
に
、
下
水
道
の
排

水
設
備
（
接
続
）
工
事
を
行
う
方
に
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
補
助
の
限
度
個
数
は
、
建
物
１
戸
に
つ
き

水
洗
化
工
事
・
排
水
設
備
工
事
の
そ
れ
ぞ
れ

２
補
助
ま
で
と
し
ま
す
。

　

公
共
桝
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
下
水
道
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
へ
の
切
り
替

種　　別 水洗トイレ 排水設備
水洗トイレ

+排水設備

補助金額

３年以内 35,000円 15,000円 50,000円

４年以内 33,000円 12,000円 45,000円

５年以内 30,000円 10,000円 40,000円

排水設備等改造資金補助金

　

水
道
の
水
質
基
準
改
定
（
平
成
16
年
４
月

１
日
施
行
）
に
伴
う
水
道
法
施
行
規
則
改
定

に
基
づ
き
、
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
、
需
要
者
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
に

ご
報
告
し
ま
す
。

　

水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て
は
、
役
場
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

区　　分 単位
おいしい水

研究会基準
水質基準 上水道

蒸留残留物 mg/l 30～200 500以下 97

硬度 mg/l 10～100 300以下 9.1

有機物等 mg/l - 3以下 0.5

臭気 度 3以下 3以下 なし

水温 ℃ 20以下 - 13.5

水質検査結果

※�厚生労働省の「おいしい水研究会」のデータと、令和元年
あしょろの水を比べたものです。

い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水
に　

日
々
感
謝

い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水
に　

日
々
感
謝

��

あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道

あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道
第22号第22号



　

広
い
足
寄
町
の
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　

広
い
足
寄
町
の
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ
し
ょ
ろ
ふ
る
さ
と

あ
し
ょ
ろ
ふ
る
さ
と

再
発
見

再
発
見

　　

第７回第７回
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広報あしょろ17172020. ４

広報あしょろ

素
晴
ら
し
い
日
本
の
冬
！

ハ
ン
ナ
・
ボ
ー
ル
ホ
ー
ン

　

日
本
で
初
め
て
の
冬
を
乗
り
越
え
ま

し
た
！
カ
ナ
ダ
よ
り
は
暖
か
い
だ
ろ
う

と
想
像
し
て
い
た
の
で
す
が
、
意
外
に

も
寒
い
日
が
何
日
か
あ
り
、
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
、
カ
ナ
ダ
よ

り
３
～
４
カ
月
短
い
日
本
の
冬
が
気
に

入
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
、
私
は
ニ
セ
コ
で
ス
キ
ー

を
し
て
き
ま
し
た
！
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー

の
雪
質
は
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
フ
の
ス
キ

ー
場
に
と
て
も
よ
く
似
て
い

ま
す
。
リ
フ
ト
を
待
つ
時
間

も
約
５
分
と
と
て
も
短
く
、

カ
ナ
ダ
の
ス
キ
ー
場
で
は
リ

フ
ト
に
乗
る
た
め
に
30
分
以

上
待
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

世
界
的
に
も
有
名
な
雪
質
を

誇
る
北
海
道
に
住
む
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

こ
の
冬
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
競
技
に
も
挑
戦
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
小
学
生

と
中
学
生
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
競
技
を
見
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
と
て
も
上
手
で
驚
き

ま
し
た
。
足
寄
に
は
優
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト

た
ち
が
い
る
の
で
す
ね
！
競
技
の
後
、
私

も
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
を
滑
っ
て
み
ま
し

た
が
、
カ
ナ
ダ
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
ス

ケ
ー
ト
と
は
ま
る
で
違
い
ま
し
た
。
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
刃
は
全
体
的
に
丸
く
曲
が

っ
て
い
て
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
よ
り
も

足
首
の
支
え
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

刃
の
長
い
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
は
と
て
も

曲
が
り
に
く
く
滑
り
に
く
い
と
感
じ
ま
し

た
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
は
あ
ま
り
上
手

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
の
冬
も
ま
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

足
寄
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
た
ち
に

も
、
カ
ナ
ダ
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
挑
戦

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

冬
も
終
わ
り
、
今
は
春
に
桜
を
見
る
こ

と
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
カ
ナ
ダ
で
は

な
じ
み
が
な
い
た
め
、
私
は
実
際
に
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
過
ご
す
初

め
て
の
春
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

詳　

細

・
消
費
生
活
相
談
所　

☎
28

－

０
５
８
５

　
　

（
南
６

－

２　

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　

平
日

：

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

・
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

見守り

新鮮情報

　

知
ら
な
い
事
業
者
か
ら
「
今

よ
り
も
電
気
料
金
が
安
く
な
る
。

電
気
料
金
の
明
細
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
電

話
が
あ
っ
た
。
よ
く
分
か
ら
ず
に
言
わ
れ
る

が
ま
ま
検
針
票
に
書
か
れ
た
番
号
な
ど
の
情

報
を
伝
え
る
と
、
封
書
が
届
い
た
。

　

数
日
後
「
書
類
は
届
い
て
い
る
か
」
と
電

話
が
あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
封
書
は
電
気
契

約
の
切
り
替
え
手
続
き
の
書
類
で
あ
っ
た
こ

と
、
一
週
間
前
の
電
話
で
契
約
の
申
し
込
み

を
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

60
歳
代
・
女
性

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

見
守
り
新
鮮
情
報
第
３
３
６
号
よ
り
）

　

電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
は
平
成
28
年
に
、

ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化
は
平
成
29
年
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
が
新
規
参
入

し
て
い
ま
す
。
電
気
・
ガ
ス
の
他
に
、
電
話

料
金
も
セ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
す
る
と
割
引
に

な
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
消
費
者

庁
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
契
約
の
切

り
替
え
に
伴
っ
た
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
販
売
方
法
で
の
相
談
が
多

い
の
で
す
か
？

Ａ
．
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
で
発
生
し
た
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
誤
解
を
招
く
よ
う
な
勧
誘
が
あ
っ
た
と

か
、
説
明
よ
り
料
金
が
安
く
な
か
っ
た
の
で

解
約
し
た
い
と
い
っ
た
内
容
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

〈
例
〉

・
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
の
電
力
会
社
が
変
わ
る

と
う
そ
の
説
明
を
さ
れ
た
。

新型コロナウイルス感染症の流行に便乗した
悪質商法に注意しましょう！

・
契
約
先
の
ガ
ス
会
社
の
委
託
先
と
名
乗
っ

た
の
で
、
契
約
更
新
だ
と
思
い
、
サ
イ
ン
し
た
。

　

そ
の
他
、
電
力
料
金
も
し
く
は
ガ
ス
料
金

が
同
じ
月
に
複
数
回
引
き
落
と
さ
れ
た
と
の

相
談
や
、
解
約
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
高
額
な

違
約
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
っ
た
相
談
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
「
料
金
プ
ラ
ン
や
解
約
時
の
費
用
」
な
ど

に
十
分
納
得
し
た
上
で
契
約
を
！

②
勧
誘
し
て
き
た
代
理
店
や
新
た
に
契
約
す

る
会
社
の
名
前
や
連
絡
先
は
し
っ
か
り
メ
モ
を
！

③
検
針
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
む
や

み
に
教
え
な
い
！

④
変
更
後
に
事
業
撤
退
す
る
会
社
も
あ
り
ま

す
。
新
会
社
か
ら
の
連
絡
に
は
必
ず
目
を
通

し
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
で
契
約
し
た
場
合
、

正
式
な
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以

内
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
。

相
談
先　

経
済
産
業
省

電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
相
談
窓
口

　
　
　
　

☎
03

－

３
５
０
１

－

５
７
２
５

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
６
時
15
分

　
　
　
　

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

第
89
回

事例

　衛生マスク（自作を含む）の高額な転売は規制さ

れています。品不足につけこんだ勧誘には応じない

ようにしましょう。

　「行政から委託を受けている」と称して個人情報

を電話で聞き出したり、ウイルス対策で健康食品を

購入しないかという勧誘には気を付けましょう。

【
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
】

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ

ブ
ー
ム
の
は
る

か
前
の
平
成
元

年
に
生
ま
れ
た

本
町
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
」
は
、

長
い
年
月
を
か
け
町
民
生
活
に
溶
け
込
み
、

共
に
歩
み
歴
史
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。「
ア

ユ
ミ
ち
ゃ
ん
」
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
な

ど
町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
「
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
」
が
、
今

再
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
、
足
の
裏

に
顔
や
手
足
が
あ
る
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
「
足
」

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う

点
で
す
。
そ
の
特
異
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
町
民
に
愛
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
「
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
」

に
は
大
い
な
る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

詳　

細

　

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
５
１

　

「
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
」
に
関
し
て
は
、
最
近

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
も
っ
と

こ
だ
わ
っ
て
、
う
ま
く
活
用
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
は
と
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
番
組
を
き
っ
か
け
に
、
長
年
行
方
不

明
と
な
っ
て
い
た
初
代
の
着
ぐ
る
み
も
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
２
代
目
よ
り
、
そ
の

特
徴
が
際
立
っ
て
い
る
初
代
の
再
活
用
も
含

め
「
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
」
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
検
証
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
せ
る
の
か
、
役
場
内
の
担
当
の
壁
を

取
り
払
っ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
町
全
体
を
巻
き
込
む
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
に
つ
な
げ
た
い
も
の
で
す
。

初代
アユミちゃん

　国際交流員コラム　　　No.11

Hello! Friends!

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

『い
つ
の
間
に
か
切
り
替
え
に

　
　

電
気
・
ガ
ス
の
契
約
切
り
替
え
ト
ラ
ブ
ル
』
の
巻



から から

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
　　　　（木曜のみ午後８時まで）
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/ki/library/

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

1818 2020. ４
広報あしょろ19192020. ４

広報あしょろ

義経の里本別公園の遊具をご利用ください2020ふるさと銀河線りくべつ鉄道　運行開始

　ふるさと銀河線りくべつ鉄道の今年度の運行

が始まります。国内最長を誇る運転体験やご家

族で楽しめるトロッコの乗車体験で皆さんのご

来場をお待ちしています。

期　間　４月25日㈯～10月25日㈰

定休日　火・水

時　間　午前９時～午後４時30分

　　　　（受付　午後４時まで）

※気動車乗車体験、運転体験Ｓコース (予約優

先 )、トロッコ乗車体験が楽しめます。

※運転体験Ｌ・銀河コース（完全予約制）につ

いてはお問い合せください。

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、

営業期間等に変更がある場合があります。

詳　細　ふるさと銀河線りくべつ鉄道

　　　　☎２７－２２４４

　　　https://rikubetsu-railway.jimdo.com/

　義経の里本別公園内のボート・ゴーカート等

の有料遊具が４月から運営を開始します。ご家

族連れで、ぜひ本別公園に遊びに来てください。

〇ボート

期　間　４月25日㈯～10月18日㈰

運営日　土・日・祝日　

※４月29日㈬～５月10日㈰および

７月18日㈯～８月23日㈰は毎日営業

詳　細　本別公園「義経の館」☎２２－４４４１

〇ゴーカート・バッテリーカー

期　間　４月24日㈮～10月18日㈰

運営日　金・土・日・祝日

※４月17日㈮～５月10日㈰および

７月17日㈮～８月31日㈪は毎日営業

詳　細　本別町役場建設水道課管理担当

　　　　☎２２－８１２２

※営業時間・料金など、詳しくは本別町公式ホ

ームページ観光情報をご覧ください。

https://www.town.honbetu.hokkaido.jp/sightseeing/

●
図
書
館
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援
し
ま
す

　

何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
く
な
る
春
。

ま
だ
図
書
館
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
人
、

1
人
で
図
書
館
を
利
用
し
て
み
た
い
小
学
生
、

利
用
経
験
が
少
な
い
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
図
書
館
の
使
い
方
や

本
の
探
し
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

＊
申
し
込
み
不
要
・
開
館
中
い
つ
で
も

＊
直
接
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
越
し 

く
だ
さ
い
。

●
利
用
者
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

　

本
の
貸
し
出
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
に
は
、
利

用
者
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　

身
分
証
明
書
（
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
も
の
）
を
お
持
ち
の
上
、
ご

本
人
が
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
青
色
の
利
用

者
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
新
し
い
カ
ー

ド
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
一
般
書

『
い
つ
で
も
母
と
』�

山
口　

恵
以
子

『
発
注
い
た
だ
き
ま
し
た
』
朝
井　

リ
ョ
ウ

『
国
会
を
み
よ
う
』�

上
西　

充
子

『
病
気
に
か
か
る
お
金
が
わ
か
る
本
』

		


畠
中　

雅
子　

他

『
中
田
翔　

逃
げ
な
い
心
』�

平
山　

讓

『
十
字
架
の
カ
ル
テ
』�

知
念　

実
希
人

『
女
子
ゴ
ル
フ
上
達
レ
ッ
ス
ン
』

		


桑
島　

明
美

●
児
童
書

『
は
り
ね
ず
み
の
ル
ー
チ
カ
９
』

		


か
ん
の　

ゆ
う
こ

『
こ
わ
い
ぞ
！
お
ば
け
り
ょ
こ
う
』

		


吉
田　

純
子

『
ぱ
か
ぱ
か
も
も
ん
ち
ゃ
ん
』

		


と
よ
た　

か
ず
ひ
こ

『
お
ま
る
ち
ゃ
ん
』�

き
た
が
わ　

め
ぐ
み

『
５
分
後
に
君
と
サ
ヨ
ナ
ラ
の
ラ
ス
ト
』

		


エ
ブ
リ
ス
タ

『
ち
ょ
き
ん
ば
こ
の
た
び
や
す
み
』

		


村
上　

し
い
こ

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

　

詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
「
国
民
年
金
基
金
」

　

国
民
年
金
基
金
は
自
営
業
の
方
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
方
な
ど
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る
60
歳
未
満
の

方
が
加
入
し
て
、
税
の
優
遇
を
受
け
な
が
ら

掛
金
納
付
、
老
後
に
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年

金
と
し
て
受
け
ら
れ
る
公
的
な
年
金
で
す
。

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居
住

さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ

れ
て
い
る
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

詳
細　

全
国
国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

☎
０
１
２
０

－

65

－

４
１
９
２

帯
広
労
働
基
準
監
督
署
の
電
話
番
号
が

変
わ
り
ま
し
た

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
帯
広
労
働
基
準
監
督

署
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
お
よ
び
受
付
時
間
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ⓕ
０
１
５
５

－

21

－

１
９
２
４

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

監
督
課
（
労
働
条
件
・
解
雇
・
賃
金
）

☎
０
１
５
５

－

97

－

１
２
４
３

安
全
衛
生
課
（
安
全
衛
生
）

☎
０
１
５
５

－

97

－

１
２
４
４

労
災
課
（
労
災
補
償
、
労
働
保
険
加
入
・
納
付
）

☎
０
１
５
５

－

97

－

１
２
４
５

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
１
５
５

－

97

－

１
２
４
２

４
月
は
「
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
調
月

間
」
で
す

　

成
長
過
程
に
あ
る
20
歳
未
満
の
者
の
飲
酒

は
、
本
人
に
と
っ
て
身
体
的
・
精
神
的
に
大

き
な
リ
ス
ク
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
事
件
・

事
故
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
事
件
等
が
起
き

た
時
に
は
、
社
会
的
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

　

こ
れ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
20

歳
未
満
の
者
が
「
な
ぜ
自
分
た
ち
は
お
酒
を

飲
ん
で
は
い
け
な
い
の
か
」
を
理
解
で
き
る

よ
う
、
学
校
で
の
教
育
の
他
、
家
庭
や
地
域

社
会
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と
説
明
す
る
な

ど
、
大
人
の
責
務
と
し
て
社
会
全
体
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
４
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年
年
齢
は

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
お
酒
に
関

す
る
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
、
20
歳
の
ま
ま

維
持
さ
れ
ま
す
。

詳
細　

国
税
庁
Ⓗhttps://w

w
w

.nta.go.jp

ほ
っ
か
い
ど
う
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
レ
ス

ト
ラ
ン
推
進
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　

北
海
道
で
は
、
食
品
選
択
や
外
食
摂
取
に

お
い
て
健
康
管
理
上
の
適
切
な
選
択
を
支
援

し
、
道
民
の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
新
た
な
食
環

境
整
備
事
業
と
し
て
「
ほ
っ
か
い
ど
う
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
推
進
事
業
」
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

登
録
は
、
外
食
料
理
店
（
喫
茶
店
を
含
む
）

お
よ
び
そ
う
ざ
い
製
造
業
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
対
象
に
三
ツ

星
制
で
行
い
ま
す
。

詳
細　

帯
広
保
健
所
☎
27

－

８
６
３
８

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員

採
用
資
格
試
験
（
前
期
）

　

令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職

員
採
用
資
格
試
験
の
実
施
を
５
月
下
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
案
内
は
、
４
月
中
旬
に
消
防
局
総
務

課
、
十
勝
管
内
各
消
防
署
、
帯
広
市
役
所
１

階
総
合
案
内
で
配
布
予
定
で
す
。

受
験
区
分　

大
学
卒
、
短
大
卒
、
救
急
救
命

士
（
予
定
）

試
験
会
場　

と
か
ち
広
域
消
防
局
庁
舎
（
帯

広
市
西
６

－

南
６
）
ほ
か

そ
の
他　

採
用
人
数
、
試
験
日
程
、
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

詳
細　

と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
人
事
給

与
係
☎
０
１
５
５

－
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－

９
１
２
１

Ⓗhttp://fire-tok
achi.hok

k
aido.jp

一
般
曹
候
補
生
を
募
集

応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

受
付
期
限　

５
月
15
日
㈮

試
験
日　

５
月
23
日
㈯

詳
細　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

足
寄
町
発
令

長
谷
川　

馨
（
国
民
健
康
保
険
病
院
参
事
）

小
松　

芳
幸
（
経
済
課
商
工
観
光
室
室
次
長
）

山
下
利
美
枝
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
任
看
護
師

）

箱
﨑　

頌
平
（
国
民
健
康
保
険
病
院
医
長
）

豊
島　
　

由
（
福
祉
課
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
主
任
）

遠
藤　

純
子
（
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
）

町別本町別陸

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

町
職
員
人
事

募　

集

お
知
ら
せ



編集後記編集後記
☆４月の人事異動で広報を担当すること

になりました。わからないことだらけ

ですが、皆さんが楽しめる広報をつく

れるように頑張りますのでよろしくお

願いします。

☆今後も町内のさまざまなイベントで写

真を撮り取材をします。広報のカメラ

を向けられたときはどうぞ笑顔をお返

しください。取材で町の皆さんとたく

さんお話しできることを楽しみにして

います。

☆いまだ新型コロナウイルスが全世界で

猛威を振るっています。不要不急の外

出を控え、手洗い等引き続き予防を徹

底しましょう。

今月の表紙

　３月23日㈪に行われた「認定こども園どん

ぐり卒園式」でのスナップです。

� （⇒７ページ）　

ひとのうごき

３月末の住民基本台帳

人　口　　６，６６７　人　（－88)

　男　　　３，２５２　人　（－46)

　女　　　３，４１５　人　（－42)

世　帯　　３，４１９世帯（－40)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。
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